一茶秀句二十五句鑑賞 by 上村, 敦之
る
蛙哉
※典拠は谷川雁氏（詩人）の撰句による。
①今様の凧上がりけり乞食小屋
木紐に賓産をぶらさげて作った乞食小屋、
がここでも多くの男
子の子供が生活してい
る
。凧楊げのシーズンだが、
街で売ってい
る奴凧などは見かけない。今様の｀
色々なヒゴと様々な彩色の紙
で作った 、
それが不思議によく上がる。
一茶の限が貧民の子逹
へと向けられている事はいうまでもないq切れ字はR"り
jo
②は
ん
の木のひ
ょい
ひょ
い先は春辺哉
高さ十五米もあり、
家建てにもよく使う榛の木、
そ
のハンの木
の梢の彼女をひょいひ
ょい見るともう春はそこまで来ている。
同
音反復の「ひょい 」という擬態詩が非常にユーモラスに効呆的に用いてある．「哉」が切れ字、
h音（はん、
ひょいひょい、
はるぺ）が意図的に使われていて、
心はずむリズムである。迎春
の笙者の索朴な心情が横溢した句だ。③夕空をにらみ
つけた
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春の西空は茜色で赤みがまし大変癸脱だ。所がこの娃は、
夕若
が迫り夜のトパリが降りるのが甚だ機撮が悪い。
その西空をすご
い形相でにらみつけている。
巨視と微視の相関が
よく利いていて｀
言外のユーモアが視党的で巧緻である。切れ字は「哉」．④海水を冗ふやうな小て
ふ哉
蝶やトンポなど昆虫は、
池・沼・沢などの水をさっと吸引し飛
翔する。
この場合、
ドプか汚水で不衛生な水を湛えてい
るもので
あろう。本能的に祗索のある水を呪うように見える小蝶だよというのだ。「毒水をのろふ」が「やうな」に続いて直喩が非窃に具体的で、
しかも主体が「小蝶」という微生物だけに、
その警戒が
痛々しい。切れ字は「哉」である。「やうな」は「や な 」の口語化で近代へ 接近を表す。⑤人
の泄ゃ山の上でも田植えうた
厭世的宿命ともいえ、皮肉な表現ともいえよう。
この人間社会は
乎地
で
米麦、
野菜の栽培だけでは足りなくて、
かなり商い山畑で
上
村
敦
之
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も一坪も余さじと稲の苗を植えている。
巨視的な兄方をすると、
人間の貪焚な欲望とも取れる。
又そうした激しい労拗をせねば生
きていけぬという此民への憐愁をよんだとも取れる。
切れ字は
「ゃ」である。⑥オ
キが天上す
るぞ三ヶ
の月
「ぽうふら」
ともいうが、
蚊の幼虫、
赤い色で身体を曲げ泳ぐ。
それにしても今夜の三ヶ月、
鎌型の流線型は余りにも美しい。
水
たまりの中のポウフラもその美しさに魅せられ天界へ昇っていくと見 。
月の美観を最大限に空想、
架空化した。「ポウフラと天
界の月」の述結は母常な発想ではない。
どの
句にも内在するユー
モア（フモール）がこの句に 典型的に表れている。
切れ字は
「ぞ」。⑦淋
しさを鵜に言い付けて放す也
身体の屈々までみなぎる淋しさ（親なく、
要去り、
子死ぬ）
。
その淋しさを濶飼いの鵜に話し掛け、
殺も自由になり孤独でいた
かろうと首縄を放してやった。
珍しく寂峯歌といえようが、「：
．． 
鵜に酋い付けて」と殺を人格体として把握している点、
やせ鮭．
蝿等等と同じ趣向である。切れ字は「也ーなり」。⑧炎
天に蓼くふ虫の機拙哉
世は様々「蓼くふ虫も好き好き」だが｀
この三伏の分さ、
炎天
に身体中辛いタデをさもうまそうに食っている虫がい
る。
しかも
ご機嫌だ。一茶は日常の光景、
言辞などを逆の角度から精密に写
尖、
表現する性癖があったよう
だ。
それが俳句の生命であるウ
イット・ユーモア
・アイロニー等につながり、
芭蕉と比屑される
名匠とされるのではあるまいか。
三段法で、①炎天下
②（辛い、
皆から排斥 ）タデを食う虫③「ご」慨紐だ＇この表徴は非凡である。
切れ字「哉」。
®夕船の花めで給へ後架神．
日本の旧家には、
カマドにも井戸にもそして後架（便所）にも
神様が祭ってある。
この場所はとかく牧達されがちだが、
可憐な
夕頗の花よせめ 貨女だけは、
ここの神に愛情をかけてほしい。
この「後架神」が俳味のシンポルマークで歌には絶対にない。
初
中句の明るい温和なムードと下五の陰湿さが実に鮮やかな対照をなす。切れ字はないが、「給へ
J
が準用言の命令形でその代用を
して
いる。じっ
とし
て白い飯食ふ牙さかな
この句の発想もユニークだ。普段なら、
一日中肉体労働などし
て、
腹をへらし五・六杯のお代わりをしていた。所がこの場合、
一茶は宙見程度の時間浪投で、
殆ど身体を動かさず、
白飯を宜う、
不思議なもので、静かな時を過ごし、
一人で食事すると汗が額か
ら脇の下からしたたり裕ちる。初中二句への風刺も感じられ、下五
の
「暑さ」の心情的感得が針やかに描写されてい
る。
切れ字
「かな」。⑪七
夕や天
より続く女郎花
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これはご種の比喩歌だ。
人の犯す犯罪と「雲の峯」の対比はや
ゃ肝突だが、
じっくり考えると、
人の泄や家族内の相克を経験し
尽くした一茶ならではの実感の句だとわかる。
殺傷・中傷・冊
悪・出世、
地位慾•財窟慾等々広い意味の「罪」を人間は無限に
持つ。
しかも「神に誓って犯していません」としやあしゃあとい
う。
日本の「兵の峯」だから三千米前後のビークを指すのである
が、
それらより 罪 楽 の方が益かに麻いと見る。
地獄の跛璃
鋭に写す人のおぞましい罪科を想う。
準切れ字は「低し」（形容
詞の終止）。⑬秋の天小烏ーつのひろがりぬ
秋の天は高く芥く広がりを持つ。
ふと空を見ると小鳥が一羽飛
んでいる。
それが作�点となっていよいよ果てしない秋天の広がり
を見る。「小烏―
つ
の」「広がりぬ」という表現効呆が抜群で、
秋
天のスポットに 鳥一羽を骰いたのも心憎い。
切れ字は「（ひろ
がり）ぬ」、
完了終止で、
この「ぬ」留めが又酋い相ぬ緩擾さ、
⑫ 陰暦七月七8〈湯暦九月上旬）女郎花があの美麗な姿を一斉に
開花する。
はるかかなたまで咲いている0花を見ていると、
折か
ら牽牛織七女の伝説も息い合せて、天から地へと咲き紐いている惑じがする。でt夕」と「女郎花」の広義の様語関係、「0花が天より統く」とみた空間的、
巨視的発想、
一茶ならではの大胆な句作
ある。
切れ字は「や」。
人の
なす罪より低し雲の峯・
静容さを形成し
て
いる。
⑭露
の枇や露のなで
しこ小なで
しこ
一句に季語四つというのは類例があるまい。
露のようにはかな
い世、
それは三十年＇六十年位に圧縮される。今朝のピン
クのナ
デシコに露が一面に問りている。
その撫子もまだ料を植えて間が
ない「小撫子」にあっては。
切れ字は「ゃ」だが「｛席）の」の
脚韻、「なでしこ の「こ」の脚韻が無理なく利いて｀
独謡に似
たリズム感を持つ。
はかなさの象徴「露（の世）」、
あでやかさの
シンポル「なでしこ」の旗複。
この句など現代句であっても不都
合はなく、
一茶の心やさしさを見る思いがする。
⑮ど
ら猫のけふもくらし
つ難の花
現代であれば、「今日も砕らしつ車した」というところだろう。
拾て猫、
どら猫はまこ
と
に可哀相な存在で、
定食もなく「くさる
ゴミ」など入った黒のビニー 袋を食い破ってやっと日をしのぐと
いった惨状である。
そういう面では背の方が人間族と猫族は親
近感があったかもしれぬ。
さて、
当時のドラ猫は、
ろくに食物も
なくれ花の咲いている広地に行さ花をかじりつつ不貞寝をしている。「動物のいとおしみ]の系列に入ろう。
切れ字
f
（くらし）
つ」、
完了終止で、「ぬ」より切迫し、
彼の飢餓感が強く柑てい
る
。
⑮盟
にふみつぷされし庇哉
これは誇張句に人る。
i退塞した小象があり、
附す人もなく家は
横例れになってしまった．かつては粁にかぶさってい 庇も今は
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路上に朽ち果てている。そこらあたりに蛭蛉が住み（この虫は暗湿地を好む）、
地上
の庇をふみつぶしていると詠んだ。
住む人も
なく調度も持ち去られ、
地上にぺしゃんこに横倒れた家の庇のみ
では、
余りに暗い素材で終わるが、
そこにコオロギの（リーン
リ
ーン、
リンリン・・・）と嗚く姿態を添えて、
ユーモアもある容秋
の佗の句となった。準切れ字「：・し」過・体。⑰笛
吹いて
山のか
がし
の御礼哉
信州は山国である。
様々な案山子が主として雀の米害防止に
立っている。が見方を変えると、
自由に稲を食したかった雀たち
に感謝を述ぺねばならぬ。一秋の御礼に横笛を吹い 謝意を呈しよう。多くの研究家が指摘しているように、
芭蕉が探求家、
蕪村
が考証家、
とすると、
一茶はビエロを自認した。案山子を介して
害虫へ恩謝などという発想は非凡で
ある。
メルヘン性も伴ってい
い句である。切れ字「哉」。⑮ほ
そけぶ
りあ
な
どり
もせで来る雁よ
野の煙ではあるまい、
浅間の涯に代表されるように哄煙があち
こち
の活火山から上っている。さて、
雁（がん、
かり）は季節烏、
渡鳥で高空を三羽•
四羽、
四羽・五羽と炭を迎ねて飛んでくる。
桜咲く春、
北へ去り、
秋又南下する。
この位の格調をもった渡り
・烏
は細い噴煙などにたじろがぬ。
といって侮蔑するわけでもない。
殆ど旬8狂いもなく、
今年も秋の秋津島へ飛翔してきた。渋いサ
タイアーが底流にある。切れ字「ょ」。
⑮娃
穴に入
り
て弥勒の御代を頼む哉
春、
蛙が地下から出て身を降す穴へ入っ
た。
そして釈迦の死後
数十億年、
煩悩多き人間を救って下さるという弥勒菩涯の在す塑
代を穴居してお頼み下さるのだ。初五が囮音多く九音、
中・下句
は正調で頭の狙い口調に屈す。
ユニークな句で一旦地下から出た
蛙が（お祈りのため）穴に入り、
弥勒の庇護を頼むという、
蛙ヘ
の擬人法を骨子にし 句で
ある。
切れ字「哉」。
⑳
栃
餅や天狗の子
供な
ど並ぶ
栃の実は堅い、
しかしそれ
を木槌で割って粉にし箱分を加えた
栃餅は実に美味だ。神秘な高山 山中にある。 ていよいようまい栃餅出来1・村の子も数多く並ぶが、
暁闇の頃、
天狗の子らが人
に姿を見せぬうちにパクリバクリとつき てを食している 栃餅の神秘性がうまく
調和して一茶ならではのピエロ性横溢の句と
なった。「子供な
ど並ぶ」
が絶妙。切れ字「や」。
⑪死
にべたと山
や思はん夕時雨
これは悲痛な哀他歌に入ろう
。母の死・継母とのいさ
かい・
上
方の徒弟奉公・結婚・数人の子の夭折·要 死·ずっ
と年下の後
要との佳き日・そして懐妊•
これ程の人生の試練を受け、
唯一の
子の
服も見ず六十代半ばで死んだ。「死にべ
た」
という言葉は一
茶の死の予知であろうか。
周囲を囲むグレイの山々が「又死ぬ
チャンスを逸して…」
と嘲笑うかもしれぬ、
夕間が迫り人生の時
雨の哀歌が音立てはじめた。切れ字「や」。
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冬の雨火箸をもし
て遊ぴけり
ここには幼心・窟心・ピエロの一茶が登場する。
信濃は冬、
笞
も多いが雨も多い。ip外に出
て
一仕事というわ にはいかぬ。そ
こで一茶（薬戒いは子供）と家族が、
木
の箸をくべ
て
それが燃え
上がるのを見て手をたたく。「火箸をもす」は「木箸を火でもす」の意であろう。寒い尺余の雪、
降り止まぬ時雨、
家内ははなゃい
だ泄界はないが、
家族数人が僅かに木切れを燃やして典がるとい
う所にささやかな温かみ・
ぬくもりがある。庶民一茶の面目句。＇
切れ字「けり」。⑬木がら
しにく
すくす豚の寝たりけり
木枯らしが激しく吹く｀
それは砂底を伴い一向に吹き止まぬ。
さてこの村にも豚小屋があり、
十頭足らずの豚が風を避け豚舎の
隅にかたまり「くすくす」といった寝息を立てて「嵐を無視して」眠っている。
初五
l動の世界、
中・下（微動はあるが）静の
罷界、「くすくす」という擬声語の用法も巧みである。
人間も騒
音のただ中で熟睡する もある。素材自体がユーモラス
で読者
の微笑をさそう。切れ字「け J°⑭む
つかし
や
初省見ゆ
る
しなの山
鉗国但沿に今年も初省がやっ
て
きた。神無月から師走にかけて
年中行事である。枯卒が目立つ四方の山々、
それにまだらに酋が
降る、
山自体もむつかしく不機嫌な相貌を呈する。「むつかし」
のニュアンスはむつかしいがこれから半年も 冠雪に見舞われる
⑫ 
四囲の山々の心情擬人表現であろう。こうした句は中部・北庄・山陰等の雪国でないと「むつかし
」
との感覚表現は句作できぬで
あろう。切れ字「ゃ」。⑮雹
散るや
おどけも言へぬ信沿空
信淡の国は越後・飛郡・甲斐等と共にアルプス級の布山が辿
なった雪国で る。「しな
人」は口が重いという、
直くもなろ
う歳末にもなると来 日も米る日も鈍色の母天からふうわりふうわり止め所なく営片が降ってくる。
その灰色（グレー）の世界に
閉じこめられると「おどけ•あほうごと・洒蕗・・・」もいう気力が失せるのである。「これがまあ終（つい）の住みかか雪五尺」とよんだ一茶 実感句である。「おどけもいえぬ」が額るよい。
切
れ字「ゃ」
C
（平成一二年栞月二十四日）
（泄山商病講師、
昭和二十八年卒—一回生）
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